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（テーマ名） ファイバ形光デバイスの開発 

 

（シーズ概要） 

通信や計測に使用される様々な光デバイスの光ファイバ化を目指して研究を進めている．ま

た，ファイバ形光デバイスの製作法，光ファイバや光デバイスの特性評価に関連した研究も行っ

ている．ファイバ形光デバイスを大きく分けると，デバイス用に開発した特殊な光ファイバを用

いたものと，通常の石英系光ファイバを用いたものがある．デバイス用光ファイバとして，コア

とクラッドの屈折率差が波長に大きく依存する分散性光ファイバを開発し，これまでに長波長通

過（短波長阻止）光フィルタ，波長無依存光カプラ，モードフィールド変換器などの製作を行っ

てきた．通常の石英系光ファイバを用いたものでは，波長無依存光カプラ，広帯域光ファイバ反

射器，波長可変光ファイバ反射器，光ファイバ偏光子などを製作してきた．また，製作したファ

イバ形光デバイスを用いて直線偏光ファイバレーザの開発も行っている．ファイバ形光デバイス

の製作法では，ガラス構造を変えて屈折率を変化させる方法を提案し，現在その方法を用いて新

しい光デバイスの開発に取り組んでいる．図はガラス構造変化法により世界で初めて製作された

純粋石英フォトニック結晶ファイバ・長周期グレーティングの透過特性を示している． 

         
    (a)フォトニック結晶ファイバの断面     (b)透過特性と光分布 

図 純粋石英フォトニック結晶ファイバ・長周期グレーティング 

（研究成果の産業への展開例） 

 ファイバ形光デバイスは低損失で光ファイバとの整合性がよいので，計測や通信分野の光シス

テムに組み込むのに有効です． 
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